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主な内容
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2010 3 15月年 日号
（平成22年）

地域の安泰と発展を祈って
■梨の木水かぶり（十文字）
　梨木地区に250年以上前から伝わる伝統行
事、梨の木水かぶりが２月21日に行われまし
た。下帯にわらじ姿で参加した32人の男衆は、
沿道の家々で用意した手桶に入った水を勢い
よくかぶり、無病息災を祈願しました。

■三所神社ぼんでんまつり（増田）
　増田のぼんでんまつりが２月21日に行われ、
五穀豊穣、商売繁盛を願い６本の梵天を奉納。
コンクール会場や神社境内では、「ジョヤサ、
ジョヤサ」の掛け声に合わせ、梵天をあごや
額などに乗せ妙技を披露しました。

地域を巻き込んだ作品に！
■第19回あきた十文字映画祭
　２月19日から21日まで、十文字文化センターであきた
十文字映画祭が開催され、３日間でのべ1,200人が来場し
ました。19回目を迎える今年は、十文字映画塾企画第４
弾として、横手を舞台に地域住民とのつながりを意識し
た作品『白鳥の歌』など、国内外の15作品を上映。
　20日に行われた『白鳥の歌』のトークアウトには、監
督を務めた斎藤歩さんをはじめ出演者らが参加。雪が舞
う中で行われた撮影秘話や横手の印象などを、会場のお
客さんとのやり取りを交えながら話してくれました。
　地元が舞台ということもあり、会場は立ち席が出るほ
どの盛り上がりを見せ、斎藤監督が撮影を振り返り「地
元キャストの〝十文字スワンコーラス〟のパワフルな演
技が良かった！何も言わなくてもアドリブでどんどんや
ってくれて…」と語ると、会場から笑いが起こり、終始
明るく軽快な雰囲気でした。
 《白鳥の歌》　監督・脚本・音楽／斎藤歩
　町のコーラスグループ「スワンコーラス」を指導している
　元音楽教師の稲垣史朗（品川徹）。間近に迫る町民文化祭に
　向けて、オリジナルの合唱曲を書き下ろそうとしていたが、
　体調が思わしくなく作業も滞りがちだった。そんなある日、
　彼を訪ねてきたのは昔の教え子・清水美緒（宮田早苗）だっ
　た…。老いてなお若々しく生きる人々を描いた作品。

撮影の様子について語る （左から）斎藤歩監督、品川徹さん、宮田早苗さん

緊張感の漂うクライマックスシーンの撮影現場（12月撮影）

十文字映画祭ほか　　財務書類の公表　　　統合中の校名決定ほか　　
行政情報便　～　　情報･いどばたプラザ　　　地域の情報　
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４．連結資金収支計算書

３．連結純資産変動計算書表

２．連結行政コスト計算書

１．連結貸借対照表

連結財務書類４表

　

市
で
は
、
財
産
と
将
来
負
担
を

適
切
に
把
握
し
、
よ
り
わ
か
り
や

す
く
財
政
状
況
が
理
解
で
き
る
よ

う
に
、
企
業
会
計
的
な
手
法
を
取

り
入
れ
て
、
市
が
現
在
ま
で
に
取

得
し
た
資
産
や
負
債
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
要
し
た
経
費
な
ど
を
財
務

書
類
に
ま
と
め
、
市
の
財
政
の
実

態
と
し
て
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

財
務
書
類
は
、
市
の
財
務
状
況

を
資
産
や
負
債
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク

情
報
、
減
価
償
却
費
を
含
む
コ
ス

ト
情
報
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
情

報
な
ど
に
よ
り
表
し
た
も
の
で
、

『
貸
借
対
照
表
』、『
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
』、『
純
資
産
変
動
計
算
書
』お

よ
び『
資
金
収
支
計
算
書
』の
４
表

か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
20
年
度
の
決
算

に
基
づ
き
、
普
通
会
計
を
は
じ
め

公
営
事
業
会
計
や
第
三
セ
ク
タ
ー

な
ど
を
含
む
連
結
ベ
ー
ス
の
財
務

書
類
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

横
手
市
の
財
務
書
類
を

　
　
　
　
公
表
し
ま
す

横
手
市
の
財
務
書
類
を

　
　
　
　
公
表
し
ま
す

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
財
務
書
類
の
詳
細
を
公
表
し
ま
す
。

◆
問
合
せ　

市
財
務
部
財
政
課　

  

３
５
‐
２
１
６
７

＋＋ ＋＋ ＋＋

横手市

普通会計
＋

特別会計
公営企業会計

一部事務組合・広域連合

秋田県市町村総合事務組合
秋田県市町村会館管理組合
秋田県後期高齢者医療広域連合

横手市
土地開発公社

第三セクター
　　　　(※)

※連結した第三セクター：タウンリノベーションよこて(株)、(財)横手市みどり公社、
(株)横手産業支援センター、(株)増田町物産流通センター、(株)天下森振興公社、(株)山
内観光振興公社、(株)ウッディさんない、(株)大雄振興公社、(財)大雄学校給食協会、(財)
横手市大雄堆肥供給公社

連結財務諸表の範囲連結財務諸表の範囲

１．連結貸借対照表１．連結貸借対照表

２．連結行政コスト計算書２．連結行政コスト計算書

　連結貸借対照表とは、決算日（平成21年３月31日現在）に市全体が所有する現金や債権、資産形成のために投資
された資金などが、どのくらいあるかを示したもので、一般的に『バランスシート』とよばれています。
　貸借対照表は、資産・負債・純資産の３つの要素から構成されています。

【資産の部】
　　１．公共資産　　　　　　　 2,609億6,133万円
　　　　有形固定資産　　　　　2,578億4,900万円
　　　　無形固定資産　　　　　　 21億1,469万円
　　　　売却可能資産　　　　　　　9億9,764万円
　　２．投資等　　　　　　　　　　68億3,114万円
　　　　投資・出資・貸付金　　　　 14億6,802万円
　　　　基金等　　　　　　　　　 38億5,084万円
　　　　長期延滞債権など　　　　 15億1,228万円
　　３．流動資産　　　　　　　　 134億6,614万円
　　　　資金　　　　　　　　　　109億3,100万円
　　　　未収金など　　　　　　　 25億3,514万円
　　資産合計　　　　　　　2,812億5,861万円

【負債の部】

　　１．固定負債　　　　　　　 1,067億5,539万円

　　２．流動負債　　　　　　　　 106億8,920万円

　　負債合計　　　　　　  1,174億4,459万円

【純資産の部】

　　純資産合計　　　　　  1,638億1,402万円

負債・純資産合計　　　 2,812億5,861万円

貸　　方借　　方

貸借対照表からわかること
　社会資本整備の結果を示す有形固定資産のうち、純
資産による整備割合を見ることによって、これまでの
世代が既に負担してきた割合を知ることができます。
また、地方債による整備割合を見ることにより、将来
世代による負担の割合がわかります。
　○これまでの世代の負担比率　62.8％
　○将来の世代の負担比率　　　40.7％
※資産のうち有形固定資産に対するそれぞれの割合のため、両比率
　の合計は100％になりません。

横手市民１人あたりの
貸借対照表（バランスシート）
横手市民１人あたりの

貸借対照表（バランスシート）

資　産
274万9千円
資　産
274万9千円

負　債
114万8千円
負　債
114万8千円
純資産
160万1千円
純資産
160万1千円

人口102,322人での試算
（平成21年３月末日現在・住民基本台帳）

　行政コスト計算書は、市が提供する経常的な行政
サービスに要した費用と受益者負担である使用料な
どの収入を表したものです。

 経常行政コスト（Ａ）　    711億5,786万円
　　○ 人にかかるコスト      　153億1,039万円
　　　　職員の給与・退職手当など

　　○ 物にかかるコスト　　　　210億6,509万円
　　　　施設の維持管理費や減価償却費など

　　○ 移転支出的なコスト　　　314億5,965万円
　　　　児童手当や生活保護費などの社会保障給付費や
　　　　各種団体への補助金など

　　○ その他のコスト　　　　　 33億2,273万円
　　　　地方債の利子など

経常収益（Ｂ）　　　　　　 246億9,513万円
○ 経常的な収益                246億9,513万円
　　行政サービスの利用で、市民の皆さんが直接負担す
　　る施設使用料や証明手数料など

純経常行政コスト（Ａ）－（Ｂ） 464億6,273万円
　市民１人当たり　　　　　　　　　　45万4千円

性
質
別
内
訳

期首純資産残高（※１）　　　1,626億8,368万円
　  ○ 純経営行政コスト      △464億6,273万円

　  ○ 財源の調達　　　　　　　478億2,890万円
　      税収、地方交付税、国や県からの補助金など

　  ○ その他　　　　　  　　　△2億3,583万円
　　    災害復旧費や公共資産除却損など

　当期変動合計　　　　　　　　　11億3,034万円

期末純資産残高（※２）　　　1,638億1,402万円

当
期
の
変
動
内
訳

期首資産残高（※１）　　　  　109億　692万円
　  ○ 経常的収支　　　      　109億　214万円

　  ○ 公共資産整備収支　　　 △17億9,551万円

　  ○ 投資・財務的収支  　　 △90億8,255万円

　当期変動合計　　　　　　　　　    2,408万円

期末資産残高（※２）　　　　  109億3,100万円

４．連結資金収支計算書４．連結資金収支計算書

変
動
内
訳

　連結純資産変動計算書は、市全体の純資産が１年間
にどのように変化したかを示すものです。

　連結資金収支計算書は、１年間の市全体の現金収支
が、どのような理由（性格）で増減しているかを、性
質別に区分して整理したものです。

※１ 期首：平成20年度当初現在高　　※２ 期末：平成20年度末現在高

３．連結純資産変動計算書３．連結純資産変動計算書

横手市の財務書類を公表します

生活基盤整備
 道路、河川、住宅、下水
 道など
1,286億7,332万円
125万8千円
（49.9％）

教育
 学校、公民館など
405億 461万円
39万6千円
（15.7％）

福祉
 老人福祉施設など
101億4,797万円
9万9千円
（3.9％）

環境衛生
 ゴミ処理施設など
377億2,218万円
36万9千円
（14.6％）

産業振興
 農道など
215億8,450万円
21万1千円
（8.4％）

総務
 庁舎、通信施設など
166億8,215万円
16万3千円
（6.5％）

その他
 消防、収益事業など
25億3,427万円
2万4千円
（1.0％）

上段：市の総額
中段：市民１人あた
　　 りの金額
下段:構成比

有形固定資産の目的別内訳有形固定資産の目的別内訳
連結貸借対照表のうち

有形固定資産総額
2,578億4,900万円
市民１人当たり
2,520万円

有形固定資産総額
2,578億4,900万円
市民１人当たり
2,520万円

連結経常行政コストの目的別内訳

総 額
711億5,786万円
市民１人当たり
69万5千円

生活基盤整備 
69億 631万円
6万7千円
（9.7％）

教育　　　　  
45億7,781万円
4万5千円
（6.4％）

福祉　　　　  
324億9,436万円
31万8千円
（45.7％）

福祉　　　　  
324億9,436万円
31万8千円
（45.7％）

環境衛生　　  
105億6,744万円
10万3千円
（14.9％）

産業振興 　　  
63億 349万円   

6万2千円
（8.9％）

総務　　  　　  
58億6,873万円   

5万7千円
（8.2％）

その他　  　　  
44億3,972万円   

4万3千円
（6.2％）

上段：市の総額
中段：市民１人あたりの金額
下段:構成比
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県
が
行
う
『
元
気
な
ふ
る
さ
と

秋
田
づ
く
り
』
顕
彰
事
業
で
、
市

内
か
ら
次
の
5
団
体
が
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

▽
ハ
ン
ド
ベ
ル
サ
ー
ク
ル
・
ベ
ル
っ
こ

ま
ま
（
荒
川
桂
子
代
表
）
＝
イ
ベ
ン
ト

参
加
等
▽
大
屋
梅
保
存
会
（
戸
田
義
昭

会
長
）
＝
大
屋
梅
の
再
生
・
保
存
等
▽

増
田
町
婦
人
会
（
鶴
飼
美
和
子
会
長
）

＝
花
壇
作
り
、
環
境
美
化
等
▽
は
な
し

っ
こ
の
会
あ
じ
さ
い（
柴
田
照
子
代
表
）

＝
お
は
な
し
会
等
▽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１

２
３
（
大
友
浩
代
表
）
＝
パ
ー
テ
ィ
イ

ベ
ン
ト
開
催 

 

西
木
正
明
氏
が
歴
史
の
裏
話
語
る

秋
田
大
学
横
手
分
校
で
客
員
教
授
講
演
会

地
域
の
支
え
合
い
を
大
切
に

心
の
健
康
づ
く
り
・
自
殺
予
防
対
策
講
演
会

『
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り
』
5
団
体
に
顕
彰

『守ろうぼくらのハリザッコ』 
ポスターコンクールを実施
後藤さんが金賞受賞

後藤明日香さんの金賞受賞作品

　

２
月
24
日
、
秋
田
大
学
横
手
分

校
の
客
員
教
授
講
演
会
と
し
て
、

旧
西
木
村
出
身
の
直
木
賞
作
家
・

西
木
正
明
氏
の
講
演
が
か
ま
く
ら

館
で
開
催
さ
れ
、
市
民
２
１
０
人

が
聴
講
し
ま
し
た
。

　

西
木
氏
は
「
歴
史
の
裏
側
か
ら

見
た『
世
界
の
今
、日
本
の
明
日
』」

と
題
し
講
演
。
日
本
が
歴
史
上
で

国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
の
は
日
露

戦
争
が
き
っ
か
け
と
し
「
日
露
戦

争
の
勝
利
は
ア
フ
リ
カ
の
異
国
の

地
で
慰
安
婦
ら
が
ロ
シ
ア
軍
の
情

報
を
得
て
、
そ
れ
を
日
本
軍
に
伝

え
た
人
が
い
た
か
ら
な
し
え
た
。

い
つ
の
時
代
も
、
名
も
な
い
人
々

の
活
躍
が
歴
史
を
支
え
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
日
中
戦
争
、
太
平
洋

戦
争
を
経
て
戦
後
に
至
る
ま
で
の

世
界
の
歴
史
と
日
本
の
関
わ
り
を

た
ど
り
「
歴
史
の
流
れ
に
は
目
に

見
え
な
い
大
き
な
理
由
が
あ
る
」

と
し
、
「
沖
縄
の
基
地
移
設
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
国
防
は
日

本
の
将
来
を
考
え
る
上
で
も
大
切

な
こ
と
で
あ
り
、
他
人
任
せ
に
せ

ず
全
国
民
が
真
剣
に
考
え
る
べ
き

こ
と
」
と
話
を
結
び
ま
し
た
。

　

２
月
26
日
、
か
ま
く
ら
館
で
心

の
健
康
づ
く
り
・
自
殺
予
防
事
業

の
一
環
と
し
て
講
演
会
と
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
藤
里
町
・
月
宗

寺
住
職
の
袴
田
俊
英
氏
が
「
支
え

あ
う
心
と
い
の
ち
〜
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
〜
」
と
題
し
、
地
域
で

の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
の
大
切

さ
を
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
力
説
。

快
適
な
暮
ら
し
へ
の
追
求
が
隣
近

所
の
つ
な
が
り
を
弱
め
た
と
し
、

「
〝
し
あ
わ
せ
〞
に
は
、
自
然
と

の
関
係
、
他
人
と
の
関
係
が
う
ま

く
い
く
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
人

は
自
分
ひ
と
り
で
は
幸
せ
に
な
れ

な
い
」
と
話
し
、
地
域
の
つ
な
が

り
再
生
の
実
践
が
自
殺
予
防
に
つ

な
が
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
岩
手

県
出
身
で
東
北
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
『
姫
神
』
の
星
吉
紀
氏
が

出
演
。
「
東
北
人
の
誇
り
と
自
信

を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
を

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
幽
玄
な
音
色

に
込
め
、
癒
し
と
力
強
さ
を
感
じ

さ
せ
る
５
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
３
１
２
人
が
参
加
。

市
で
は
心
の
健
康
づ
く
り
と
自
殺

予
防
を
め
ざ
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
戸
別
訪
問
な
ど
を
実
施
し
て

お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

公売公売

　市税の滞納処分として差し押さえした財
産を、入札により再公売します。
◆公売不動産
○土地　所在／横手市中央町274番1ほか２筆
　　　　総面積／424.70㎡　地目／宅地
○建物　所在／横手市中央町274番地
　　　　店舗兼住宅／木造亜鉛メッキ鋼板
　　　　葺２階建て／１階244.49㎡、２階
　　　　85.90㎡／平成８年建築
◆最低価格　　980万円（土地・建物一括）
◆公売保証金　100万円
◆入札資格　　市税に滞納のない方等
◆入札日時　　４月７日（水）午前10時～
　　　　　　　※9:40～入札説明
◆入札会場　　かまくら館５階研修室
◆売却決定　　４月14日（水）午前10時
◆問合せ　　　市財務部納税課（横手庁舎内）
　　　　　　　□32-2518

差押え不動産を公売します

開国後の歴史を語る西木正明氏
地域の支え合いが自殺予防に
つながると話す袴田俊英氏

幻想的なシンセサイザーの音楽で癒
しと元気を与えた『姫神』の演奏

　

平
成
24
年
度
に
開
校
を
予
定
し

て
い
る
雄
物
川
中
、
大
森
中
、
大

雄
中
の
統
合
中
学
校
の
校
名
が
、

『
横
手
市
立
横
手
明
峰
中
学
校
』に

決
ま
り
ま
し
た
。

　

校
名
募
集
に
は
、
５
０
３
作
品

の
応
募
が
あ
り
、
西
部
中
学
校
基

本
構
想
策
定
委
員
会
な
ど
に
よ
る

審
査
の
結
果
、
斎
藤
優
さ
ん
（
市

内
南
町
・
25
歳
）
の
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
校
名
に
は
、
新
中
学
校
が

建
設
さ
れ
る
大
雄
藤
巻
地
区
一
帯

が
、
東
に
御
嶽
山
、
西
に
鳥
海
山

を
眺
望
で
き
、
朝
日
を
浴
び
て
澄

み
切
っ
た
空
（
明
）
と
清
新
の
気

み
な
ぎ
る
山
の
い
た
だ
き
（
峰
）

が
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
く
健
や

か
な
未
来
を
表
す
と
の
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
16
日
に
行
わ
れ
た
横
手

地
域
の
ぼ
ん
で
ん
コ
ン
ク
ー
ル

に
は
、
友
好
都
市
な
ど
市
と
交

流
の
あ
る
各
市
か
ら
特
別
賞
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
出
前
か
ま
く
ら
を
開

催
し
た
茨
城
県
那
珂
市
か
ら
も

は
じ
め
て
那
珂
市
長
賞
が
贈
ら

れ
、
三
枚
橋
梵
天
奉
納
会
が
同

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▽
厚
木
市
長
賞
・
遠
野
市
長
賞
＝

永
建
会
▽
花
巻
市
長
賞
＝
石
町
信

和
会
▽
北
上
市
長
賞
＝
Ｊ
Ａ
秋
田

ふ
る
さ
と
横
手
中
央
青
年
部

新
校
名
は『
横
手
明
峰
』に
決
定

雄
物
川
・
大
森
・
大
雄
３
地
域
の
統
合
中
学
校

ぼ
ん
で
ん
コ
ン
ク
ー
ル
に

友
好
都
市
か
ら
各
賞
恵
与

よ
こ
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
★
５

か
ま
く
ら
当
選
者
が
来
横

め
い 
ほ
う

那珂市長賞の三
枚橋梵天奉納会
のぼんでん

〝　
　
　
　
　
　

〞

　

昨
年
秋
の
大
型
連
休
に
行
わ

れ
た
『
よ
こ
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
★

５
』
の
企
画
と
し
て
、
５
つ
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
撮
影
し
た
写

真
を
送
る
と 

マ
イ
か
ま
く
ら 

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
の
当
選
者
が
、
２
月
の
雪
ま

つ
り
に
合
わ
せ
て
横
手
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

当
選
し
た
千
葉
県
市
原
市
の

山
田
慎
一
郎
さ
ん
は
、
弟
さ
ん

と
一
緒
に
本
場
の
雪
と
か
ま
く

ら
を
満
喫（
写
真
）。
２
人
は
、

す
っ
か
り

〝
横
手
フ

ァ
ン
〞
に

な
っ
た
よ

う
で
す
。

教育委員会短信

■２月定例教育委員会の審議内容（２月15日）
◎平成22年度教育方針を承認
　平成22年度の教育に関する基本方針や
  政策等を取りまとめた「教育方針」を
  承認しました。

　問合せ　教育総務課 　22-2151　問合せ　教育総務課 　22-2151●

※詳細は市のホームページでご確認ください。

２月

 

　市では平成18年に、平成27年度までの10年間を計画期
間とした、まちづくりの指針となる『横手市総合計画』
を策定しました。
　平成22年度は後期基本計画（※）の策定年度となってい
ます。これに伴い、素案などその内容について協議して
いただく〝策定委員〟を市民の皆さんから募集します。
なお、策定委員会は、市民公募による委員のほか、識見
を有する方、市担当職員で組織され、下記の６部会に属
し、その担当分野について協議していただきます。

◆各部会
　①生活環境部会／生活環境の整備に関すること
　②安全生活部会／安全生活の整備に関すること
　③健康福祉部会／健康・福祉の充実に関すること
　④産業振興部会／産業の振興に関すること
　⑤教育文化部会／教育・文化の充実に関すること
　⑥住民参画交流部会／住民参画交流の推進に関すること

◆応募資格 
　・市内に住所を有する18歳以上の方
　・平成22年４月～12月の間で月１、２回程度の会議に
　　出席可能な方
　※議会議員、市の行政委員会委員、市職員（臨時職含む)
　　は応募不可
◆募集人数　25人以内※地域や年齢等を考慮し選考
◆任　　期　協議終了まで(平成22年４月～12月頃)
◆報　　酬　報酬はありません
◆応募方法 
　電話、ファクス、メールなどで氏名・住所・性別・年
　齢・職業・連絡先・協議したい部会を第３希望までお
　知らせください（応募用紙は市ホームページのほか、
　本庁南庁舎、各地域局地域振興課に備え付けています）
◆募集期限　３月31日(水) 必着
◆申込み・問合せ
　〒013-8601　横手市条里一丁目１番１号　
　横手市役所　総務企画部経営企画課企画振興担当 
　　35-2164、　33-6061、　kikaku@city.yokote.lg.jp

募集募集

住所住所
地域自治区終了後も

住所表示の変更はありません

横手市総合計画 後期基本計画 策定委員を募集します

　

　合併特例法により、横手地域以外は住所表示に地域自
治区の名称（増田町、平鹿町、雄物川町、大森町、十文
字町、山内、大雄）を冠することが定められていました。
　地域自治区の設置期間終了後の平成22年４月以降も、
住所表示は変わりませんのでお知らせします。
◆問合せ
　市総務企画部経営企画課（本庁南庁舎内）　35-2164

※『基本計画』とは総合計画の対象期間を前期（H18～H22）と
　後期（H23～H27）の５年ずつに分けて、主要な施策内容を
　定めたものです。

　県天然記念物のトミヨおよ
びイバラトミヨの生息環境を
保護しようと、市教育委員会
が『守ろうぼくのハリザッコ』
ポスターコンクールを実施。
浅舞小６年の後藤明日香さん
が金賞を受賞したほか、銀賞
２点、銅賞（ユーモア賞）１点
が選ばれました。
※市ホームページで入選作品を紹介
　しています。
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◆各情報の問合せは…
　市福祉環境部国保市民課　35-2186、または各地域局
　市民福祉(市民)課 ※年金は大曲年金事務所でも可能

　今年度も横手市を応援してくださるたくさんの方から、
『ふるさと納税』に寄付の申込みをいただいています。
申込みは随時受付けていますので、市民の皆さんからも
親せきの方などに横手市を応援してくださるよう、お声
がけをお願いします。ふるさと納税で寄付をしていただ
くと、その額に応じて、所得税や現在お住まいの自治体
の住民税が控除されます。詳細は、市のホームページや、
各地域局窓口に備え付けのパンフレットをご覧ください。

◆寄付件数と寄付金額（２月末現在）

◆寄付を申し込まれた方 （々Ｈ21年12月～Ｈ22年２月分）

◆問合せ　市総務企画部市長公室（本庁南庁舎内）　35-2189

人槽区分
５人槽
７人槽
10人槽

使用料（月額）
5,250円
6,300円
7,350円

受益者分担金
110,000円
130,000円
160,000円

下水道事業認可区域・集落排水事業区域以外の地域にお住まいの方
浄化槽の設置を希望する場合は、助成が受けられます

ふるさとへの応援ありがとうございます！  『ふるさと納税』寄付金の申込状況

【個人設置型】
　新築や増改築、トイレの水洗化などで浄化槽を設置す
る方に、市が本体設置費用の一部を補助します。
◆交付条件
　主に居住を目的とする住宅等に浄化槽を設置する方で、
　設置後、年度内に使用すること。
◆補助対象地域
　下水道事業認可区域、集落排水事業区域および浄化槽
　市町村設置整備推進事業（市設置型）区域を除く地域
◆浄化槽設置補助金額（平成21年度時点）

※県生活排水整備構想で個別処理区域となっている地域
　には、上記補助金額に10万円が上乗せされます。
◆募集期限　　　平成22年11月30日
◆浄化槽設置後の維持管理
　浄化槽管理者（浄化槽を使用している人）は、『保守点
　検（年３～４回）』、『清掃（年１回以上）』、『法定検査 
　（年１回）』をすることが義務づけられています。これ
　らを怠ると浄化槽の故障や悪臭の原因になりますので、
　定期的に行いましょう。
◆問合せ　市上下水道部下水道維持課（横手庁舎内）
　　　　　　32-2781、または各地域局地域維持課
　市では地球に優しく電気代も安くなる、低炭素型浄化槽

　を推奨しています。

　

 下水道区域等以外の地域にお住まいで、浄化槽の設置を
希望する場合は、補助金を受けることができます。また、
平鹿・雄物川地域では、市が浄化槽を設置する事業を行
っています。

人槽区分
５人槽
７人槽

10人槽

人槽算定根拠
延べ床面積が160㎡未満の住宅
延べ床面積が160㎡以上の住宅
浴室および台所が２か所以上ある住
宅（二世帯住宅または大家族住宅）

補助金額
352,000円
441,000円

588,000円

【市設置型】
　平鹿・雄物川地域では、下水道事業計画区域外での浄
化槽の設置を進めるため、市が浄化槽本体を設置する事
業を行っています。この場合、浄化槽の設置や維持管理
は市が主体となって行い、そのほかの宅内排水設備等の
工事は個人が行うことになります。市設置型の場合は、
申込みから施工まで２、３カ月ほどかかりますので、事
業の趣旨をご理解の上、期限内にお申し込みください。
◆設置条件
　浄化槽設置後、年度内に使用すること。
◆分担金および使用料
　浄化槽設置後は、下記のとおり受益者分担金と維持管 
  理に係る費用として使用料がかかります。

◆工事予定時期　６月～11月頃
◆募集期限　　　平成22年８月10日
◆問合せ　市上下水道部下水道整備課（山内庁舎内）
　　　　　　53-2931、または各地域局地域維持課

受付期間
Ｈ21年4月1日～Ｈ22年2月28日

件数
38件

申込金額
3,796,080円

氏名（住所） 氏名（住所）
石川　博康さん（秋田市） 中島　晃さん（京都府京都市）

引越しの際は、
水道の手続きもお忘れなく！

　引越しが決まりましたら、水道業務課またはお住まい
の地域局の水道担当にもお知らせください。料金の精算
を行います。精算した料金は、次のいずれかの方法でお
支払いください。

 ①お届けの口座からの振替
 ②後日郵送される納付書での納付（市内転居の方や県内
　 市町村へ転出の方）
 ③後日郵送される郵便振込用紙での納付（県外へ転出の方）
 ④旧住所地で立ち会いのうえ、現金での現地精算（平日のみ）

　水道担当に届け出がないまま転居・転出された場合、
料金がそのまま請求され続けますのでご注意ください。
その場合、料金（使用料）は減免されません。また、引越
す際は転出先の住所と電話番号を必ずお知らせください。
※市内で転居する場合、引き続き同じ口座からの振替が
　可能な場合がありますので、ご相談ください。
◆問合せ
　市上下水道部水道業務課（横手庁舎内）　32-2758、また
　は各地域局地域維持課

福祉福祉水道水道

浄化槽浄化槽

肝臓機能に重度障がいのある方へ
４月から「身体障害者手帳」が交付されます

　平成22年４月から、身体障害者福祉法に規定する身体
障がいの対象に『肝臓機能障害』が追加されます。
◆対 象 者
　・肝臓機能の障がいが重症化し、治療による症状の改
　　善が見込めず回復困難な状況にあって、日常生活に
　　著しい支障を受けている方
　・肝臓移植を受け、抗免疫療法を受けている方
◆認　　定
　肝臓機能障害の認定基準に基づいて、障がいの程度を
　１級～４級で判断します。
　※ご自身の状態が認定基準に該当するかどうかの相談
　は、かかりつけの医師にお尋ねください。
◆申請方法
　身体障害者手帳交付申請書、診断書、写真（縦４㎝×
　横３㎝）、印鑑を持参し、各地域局市民福祉（福祉)課で
　手続きしてください。なお、診断書は専用様式に身体
　障害者手帳指定医が作成したものに限ります。
◆問 合 せ
　市福祉環境部社会福祉課（大森庁舎内）　35-2132、
　　26-2118、または各地域局市民福祉(福祉)課

■高齢受給者証をお持ちの70～74歳の方は
　医療機関での窓口負担が来年度も軽減されます
　『国民健康保険高齢受給者証』をお持ちの70～74歳の
方は、今年度、２割に引き上げられる予定だった医療機
関での窓口負担が１割に据え置かれています。この軽減
措置が来年度（平成23年３月31日まで）も継続されるこ
とになり、対象となる方は４月１日以降も１割負担にな
ります。ただし、所得が一定以上ある方は、３割負担と
なります。
　現在お持ちの受給者証の一部負担割合欄が『２割（平
成22年３月31日まで１割）』と記載されている方には、
市から３月中に新しい受給者証を送付します。４月から
医療機関等を受診される際は、保険証と新しい『国民健
康保険高齢受給者証』を窓口に提示してください。
◆受給者証の期限
　医療機関での窓口負担割合は、前年の所得を基に判定
　されるため、受給者証の有効期限は毎年７月31日まで
　となり、８月に定期更新しています。このため、更新
　前までに市から新しい受給者証が送付されます。

■ひとり親家庭の福祉医療費助成制度
【ひとり親家庭の児童】
　現在、乳幼児（義務教育就学前の児童）を対象とした
福祉医療費助成を受けているひとり親家庭の児童の中で、
４月から小学校に入学する児童がいる場合は、４月以降
も助成制度の対象となります。
　福祉医療費の助成を受けるには所得制限がありますが、
該当される方は、３月末日までに各地域局国保担当窓口
で申請手続きをしてください。
【ひとり親家庭で児童を監護、養育している方】
　福祉医療費助成の対象となっている児童を監護、また
は養育しているひとり親の方は、医療機関を受診した際
の医療費の自己負担分について、払い戻しを受けること
ができます。手続きには、領収書、印鑑および振込口座
の分かるものを持参し、各地域局国保担当窓口で申請し
てください。

方法
現　　金
口座振替

（10月～翌３月）

現　　金
口座振替

割引額
3,220円
1,030円
  740円
   50円

＊口座振替による前納
１年分、４月～９月分
の半年間前納の受け付
けは終了しました。

国保・年金国保・年金

寄付寄付

■健康保険の手続きはお早めに！
　新年度になり、入進学や就職・転職などで現在加入の
健康保険が変更になる場合は手続が必要になります。変
更(異動)日から14日以内に各地域局市民福祉(市民)課で
手続きをしてください。

※届出が遅れた場合でも、健康保険の加入は異動のあっ
　た日までさかのぼります。
◆留意点
　退職等で職場の健康保険をやめる場合は、任意継続保
険の制度がありますので退職前にご確認ください。
　また、退職後にそれまで加入していた健康保険のまま
で医療機関を受診した場合、後で『退職前に加入してい
た健康保険が負担した医療費をいったん返還し、退職後
に加入した健康保険に支給の申請をする』という手続き
が必要になりますので、健康保険の変更はお早めに医療
機関にお知らせください。

■平成22年度国民年金保険料は月額15,100円
　平成22年度の国民年金保険料は月額15,100円になりま
す(年間181,200円)。また、付加保険料は月額400円です。
この付加年金は、将来、より多くの年金を受け取りたい
方を対象とした制度で、200円×付加保険料納付月数分が
通常の年金額に上乗せされます。
◆保険料の前納制度
　支払方法によってお得な割引料金が設定されています。

※日本年金機構から届く納付書で、金融機関、コンビニ
　エンスストアなどで納付してください。
◆問合せ　大曲年金事務所　0187-63-2296

健康保険の届出が必要なとき
国保から社保に加入
社保から国保に加入
国保の方が他の市町村へ転出
国保の学生の方が修学のため転出

届出に必要なもの
国保と社保の保険証、印鑑
退職日の証明書、印鑑
国保の保険証、印鑑
国保の保険証、在学証明書、印鑑

国保市民課からのお知らせです

納付期間
１年分

半年分

１か月分
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親子リズム体操
　親子一緒にリズム体操で体を動かしてみませんか。赤ち
ゃんにはマッサージをします。
●日時／毎週水曜日、午前10時30分～正午 ●場所／横手体
育館 ●対象／生後３カ月から就園前までの幼児とその保
護者 ●会費／１カ月700円 ●問合せ／新日本婦人の会横
手支部『ちゅうりっぷ』 髙階さん 　090-7560-5858

横手ばら会 栽培技術講習会『春花の手入れ（剪定の仕方）』
●日時／４月３日(土)午前９時30分～ ●場所／横手公園内
横手バラ園 ●参加費／無料 ●持ち物／剪定ばさみ、軍手
●問合せ／横手ばら会 藤本さん 　32-6177

稚魚の放流を行います
　横手川に鮭の稚魚２万匹を一緒に放流しませんか。
●日時／４月３日(土)午前10時～（雨天決行） ●場所／山
内南郷地区旧南郷小学校付近の横手川（看板あり） ●対象
／中学生以下のお子さんと保護者 ●問合せ／横手東ロー
タリークラブ 有馬さん 　32-8880

南部シルバーエリア『土器・土器する陶器づくり教室』全12回
　初心者から中級者を対象とした教室です。手びねりから
電動ろくろまで体験できます。
●期間／４月３日(土)～６月26日（土）の毎週土曜日、午後
１時30分～４時30分※５月29日は休み ●対象／一般男女
●参加費／6,000円（材料費など） ●定員／10人 ●持ち物
／エプロン、古いタオル ●申込み／南部シルバーエリア
　26-3880

ナンの館　月例市民将棋大会
●日時／４月４日(日)午前10時～  ●場所／ナンの館（十
文字町バイパス通り）　●参加費／1,000円（昼食付） ●問
合せ／佐藤さん 　090-3365-2720

歌の好きな人集まれ ～思いっきり歌声喫茶～
●日時／４月８日(木)午後７時開演　●場所／煉瓦屋(寿
町) ●参加費／1,000円(軽食付) ●予定曲／さくら、青い
山脈など20曲以上を予定 ●問合せ／煉瓦屋 　33-2811

横手高校写真部・美術部『卒業記念作品展』
　高校生活３年間の集大成をご覧ください。
●期間／３月20日(土)～23日(火)、午前９時～午後９時
●場所／横手サティ ●問合せ／横手高校写真部・美術部 
　32-3020

自然を愛する皆さんの集い　
●日時／３月21日(日)午後１時開演　●場所／煉瓦屋（寿
町) ●内容／講演：福祉現場の裏表、文化琴コンサート ●
参加費／800円（軽食付） ●問合せ／煉瓦屋 　33-2811

横手市テニス協会主催『初心者テニス教室』
　的当てゲームも行い、上位者には景品を準備しています。
●日時／３月21日(日)午後１時～３時 ●場所／横手体育
館 ●対象／テニスに興味のある方 ●参加費／無料 ●問
合せ／横手市テニス協会 高橋さん 　090-4880-3561

『リンパマッサージフットケア』無料体験会
　健康管理や職業として役立てたい方におすすめです。
●日時／３月23日(火)・30日（火）、①午前10時～②午後
１時～※事前予約が必要 ●場所／横手市就業改善センタ
ー ●申込み／浅利さん 　090-7795-9286

コミュニティハウス ね・ま～れ イベント案内
【十文字和紙作品展（佐々木清男・泉川祐子作）】和紙を使っ
た等身大のウエディングドレスや小物などを展示します。
●期間／３月24日(水)～31日（水）、午前10時～午後４時※
火曜日休館 ●入場料／無料
【十文字和紙を使った『すずらんの花』作成教室】
●期間／３月24日(水)～26日（金）、午前10時30分～午後３時 
●参加費／400円（材料代） ●問合せ／コミュニティハウス 
ね・ま～れ（十文字駅前通り） 　42-5320

とっぴんぱらりのプー『第103回昔語りの会』
●日時／３月27日(土)午後１時30分～ ●場所／こうじ庵
（鍛冶町） ●問合せ／尾形さん 　32-0630

手作り雑貨マーケット
　パッチワークやビーズ、エコクラフトなどの手づくり品
や手芸材料を販売します。
●日時／３月27日(土)午前10時～午後３時 ●場所／大仙市
大曲交流センター ●問合せ／小松さん 　090-7666-6001

秋田県美術工芸協会横手展＆親子装飾品作り体験教室
【美術工芸展】●期間／３月27日(土)～29日（月）、午前10時
～午後５時※27日は午後１時から公開、29日は午後１時まで
●場所／かまくら館 ●入場料／無料 ●問合せ／皆川さん
　32-5073
【親子装飾品作り体験】●日時／３月28日(日)午後１時～ 
●場所／かまくら館 ●講師／テキスタイルアート作家・
菅原敏子氏ほか ●定員／親子15組 ●参加費／無料 ●申
込み／市教育委員会生涯学習課 　22-2155

日本将棋連盟横手支部『３月将棋例会』
●日時／３月28日(日)午前９時30分～ ●場所／女性セン
ター ●参加費／会員1,000円、会員以外1,300円、学生500円
（昼食付）●問合せ／中田さん 　32-2479

idobata  plaza
どばたプラザい 「いどばたプラザ」は、市民団体やＮＰＯなど行政以外からのお知らせ

を掲載するコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の15日前まで
に内容がわかるものをお寄せください。なお、内容や情報量などによっ
て、ご希望に添えない場合もありますので、あらかじめご了承ください。
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【訂正とお詫び】
　市報よこて３月１日号に誤りがありました。下記のとお
り訂正してお詫びします。
●18ページ、上段フレッシュ輝リレー、「安田みさこ」さん
とあるのは「安田さやか」さんの誤りでした。
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平成22年度広報モニター 平成22年度広報モニター 募集
します

　「市報よこて」など市の広報活動に、市民の皆さんの声
を取り入れるため、平成22年度の「広報モニター」を募集
します。あなたの率直な意見や感想をお聞かせください。
■モニターの業務
　①市報や市のホームページについて、年４回のアンケー
　ト調査にお答えいただきます。
　②市報や広聴活動に対する意見や感想などを調査用紙に
　記入して提出していただきます。（年２回以上）
■募集人数　若干名
■募集対象　満18歳以上の横手市民（高校生は除く）
■応募方法
　氏名（ふりがな）、年齢、性別、住所、電話番号と応募動
機（400字程度）を記入し、郵送、ファクス、Ｅメールで申
し込んでください。（市ホームページに応募用紙を掲載し
ていますが、所定事項を記載していれば任意の用紙でもか
まいません）
　〒013-8601 横手市条里一丁目1番64号 横手市役所市長公室
　　33-6061／Ｅメール:koho@city.yokote.lg.jp
■応募期限　平成22年４月９日（金）必着
　※書類選考し、結果を４月下旬にお知らせします。
■問合せ　市総務企画部市長公室広報広聴担当　35-2162

催
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地域の情報 ～information～ 地域の情報

児健診・予防接種乳 乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください

【増田地域】　■場所　増田地区多目的研修センター
４か月児健診（平成21年11月生まれ）
　日　時　３月17日（水）　受付12：50～13：00
７か月児健診（平成21年８月生まれ）
　日　時　３月17日（水）　受付12：40～12：50
12か月児健康相談（平成21年２月～３月生まれ）
　日　時　３月17日（水）　受付9：45～10：00
３歳児健診（平成18年８月～９月生まれ）
　日　時　３月24日（水）　受付12：30～12：40
【大森地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
３歳児健診（平成18年７月～８月生まれ）
　日　時　３月17日（水）　受付12：00～12：15
【十文字地域】　■場所　幸福会館
２歳児歯科検診（平成19年９月～10月生まれ）
　日　時　３月16日（火）　受付12：50～13：20
【大雄地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
３歳児健診（平成18年７月～８月生まれ）
　日　時　３月17日（水）　受付12：00～12：15

談相
【市内全地域対象】
無料法律相談　■場所　市役所南庁舎相談室
　日　時　４月21日（水）　13：00～15：00
　　　　　（※予約受付は４月１日より）
　問合せ　市総務企画部総務課　35-2161
社会保険年金相談　■場所　横手地域局１階相談窓口
　毎週月曜～木曜日　10：00～12：00、13：00～15：00
　問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【横手地域】
無料法律相談　■場所　横手市社会福祉協議会
　日　時　４月７日（水）　10：00～15：00（要予約）
　問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
心配ごと相談　■場所　横手市社会福祉協議会
　日　時　３月18日、４月１日（木）　9：30～12：00
　問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　３月26日（金）　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局地域振興課　32-2701
育児相談　■場所　子育て支援センターなかよし
　毎週月曜～金曜日　9：00～17：00
　問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
【増田地域】
心配ごと相談　■場所　増田地区多目的研修センター
　日　時　３月25日（木）　9：30～12：00
【平鹿地域】
無料法律相談　■場所　ゆとり館
　日　時　４月６日（火）　10：00～12：00（要予約）
　問合せ　平鹿福祉センター　24-3283
心配ごと相談　■場所　ゆとり館
　日　時　３月17日（水）　9：30～12：00
【雄物川地域】
無料法律相談　■場所　雄物川福祉センター
　日　時　３月26日（金）　10：00～12：00（要予約）
　問合せ　雄物川福祉センター　56-2072
心配ごと相談　■場所　雄物川コミュニティセンター
　日　時　３月24日（水）　9：30～12：00
行政相談　■場所　雄物川保健センター
　日　時　３月15日（月）　10：00～12：00
【大森地域】
心配ごと相談　■場所　大森コミュニティセンター
　日　時　３月23日（火）　9：30～12：00
【十文字地域】
心配ごと相談　■場所　幸福会館
　日　時　３月19日、４月２日（金）　9：30～12：00
【山内地域】
心配ごと相談　■場所　ゆうらく館
　日　時　３月16日（火）　9：30～12：00
【大雄地域】
心配ごと相談　■場所　大雄地域福祉センター
　日　時　３月26日（金）　9：30～12：00

お出かけ前にご確認ください
館日休

人　口
総数
　男
　女

101,697人
48,340人
53,357人

（-67）
（-34）
（-33）

世帯数 （-11）34,050世帯

口と世帯人 ２月末日現在（前月比）２月末日現在（前月比）
住民基本台帳調べ住民基本台帳調べ

日当番医休

横手図書館　 
　3月17・24・31、4月1日
増田図書館　 
　3月15・23・29日、4月1日
平鹿図書館　
　3月16・23・30日、4月1日
雄物川図書館 
　3月17・24・31日、4月1日

大森図書館　 
　3月16・23・30日、4月1日
十文字図書館 
　3月17・24・31日、4月1日
山内図書館　 
　3月20～22・27・28日、4月3日
大雄図書館　 
　3月15・18・21～23・25・29日

療所診
【増田地域】　　
　増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　　診 療 日　3月17・31日(水)
　　診療時間　14：00～15：30
【雄物川地域】　
　えがおの丘診療所
　　診 療 日　3月17・24日(水)
　　診療時間　14：30～15：30
　大沢診療所
　　診 療 日　3月23日（火）
　　診療時間　13：30～14：30

 
　 
 
　
 
　
　
 
　
　
　
 
　

 
　
　
 
　
 
　
 
　
　
　
　

☆診療時間／9：00～12：00(午前中のみ）

３月21日(日)

３月22日(月)

３月28日(日)

福嶋内科医院

ツインクリニック内科・整形外科

曽根医院

平城町

横手町

大　森

　33-9311

　35-2235

　56-4111

血日程献
平鹿地域振興局庁舎
横手市役所 本庁南庁舎
横手市役所 増田庁舎
ＪＵＫＩ電子工業㈱
㈱クツザワ
㈱河野光学レンズ
㈲十文字光学
ＴＫＫ㈱ ※旧 特殊工作㈱
道の駅十文字「まめでらが～」

10：00～12：00
13：15～16：30
10：00～11：30
11：50～13：30
15：00～16：00
10：00～10：50
12：10～13：00
13：30～14：30
15：00～16：00

成分

全血

３/24(水)
横　手

３/26(金)
増　田

３/30(火)
十文字

３月21日(日)

３月28日(日)

石橋医師（石橋小児科医院）

岡田医師（岡田小児科医院）

　平鹿総合病院 日曜夜間小児救急外来　32-5124

※都合により担当医師が変更になる場合がありますので、ご了承ください。

平鹿総合病院からのお知らせ
４月から 全土曜日が休診となります

　平鹿総合病院は４月から全土曜日が休診になります。

　地域偏在などによる医師不足のため、当院に勤務する医師の勤務

環境が非常に厳しい現状を考慮してのものです。

　皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力いただ

きますようお願いします。急病の場合は、救急外来にて診察します

のでご連絡ください。

雄物川資料館　3月15・23・29日
ゆっぷる　　　3月17日
えがおの丘　　3月15・23・29～31日
三吉山荘　　　3月16・23・30日
大森健康温泉　3月15・23・29日
ゆとりおん大雄　3月18日、4月1日

南部シルバーエリア　3月23・29日
健康の駅トレーニングセンター
東部　　  3月17・22・24・31日
西部・南部 3月20～22・27・28日
　　　　　4月3・4日
子どもと老人のふれあいセンター
          3月15・23・29日

新図書館システムを導入しました！
☆新しいカードへの切り替えをお願いします！

　これまでの図書館利用カードと本人確認ができるものを

　お持ちのうえ、各図書館へお越しください。

☆携帯電話からの検索が可能になりました！

　携帯電話から図書検索ができるようになりましたので、

　ご利用ください。　　　　　　　　ＱＲコードから簡単検索
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◆上映時間／午後１時～
　21日（日）「ホートン/ふしぎな世界のダレダーレ」
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　【87分】
　28日（日）「くまのプーさんと不思議な井戸【70分】
◆問合せ／南部シルバーエリア（大森町）　 26-3880

～南部シルバーエリア無料映写会

 

■３月21日（日）

　沼館地区にある木戸五郎兵衛神社の例祭で、梵天と恵比寿
俵を押し合いながら奉納し、恵比寿俵につめてきた餅を境内
にあるヤグラからまきます。旧暦２月の初午の日に行われる
ことから『初午祭り』と呼ばれ、春を待ちきれない人々が、
永い冬のしじまを打ち破るかのような威勢のよい祭りです。
　神社の祭神は『稲倉魂命』で、稲倉魂命が京に上り、伏見
大社で正一位の位を授かるときに木戸五郎兵衛という武士に
変身したと伝えられ、神社の名前になりました。
◆日　時／３月21日（日）7：00頃～町内練り歩き
　　　　　 　　　　　 11：00頃～神社奉納（餅まきなど）
◆場　所／木戸五郎兵衛神社　　　　
◆問合せ／雄物川郷土資料館 　22-2793

ベントカレンダーイ Event Calendar
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3月15日～4月3日

木戸五郎兵衛神社初午祭り（7：00頃～、木戸五
郎兵衛神社）

 

木戸五郎兵衛神社初午祭り

きくち正太原画展『百花繚乱』開催中！
　大森町出身の漫画家『きく
ち正太』氏の原画展です。３
月28日には、きくち氏のサイ
ン会も行われますので、ぜひ
ご来場ください。
◆期　間／４月４日（日）まで
　　　　　※3/15,23,29は休館
◆時　間／9：30～17：00
　　　　　※入館は16：30まで
◆場　所／横手市増田まんが美術館
◆入場料／高校生以上300円、小中学生200円、
　　　　　乳幼児は無料
◆問合せ／横手市増田まんが美術館
　　　　　　45-5556

りょうらん

４月から入学する児童生徒の保護者の皆さまへ
　市教育委員会では、１月下旬に入学通知書を発送していま
す。まだ届いていない方、横手市から転出予定の方は下記ま
でご連絡ください。
　※入学通知書記載の入学期日は入学式の期日ではありませ
んのでご注意ください。
◆問合せ／市教育委員会学校教育課 　22-2152

◆４月６日(火)
　小学校／境町、黒川、南（雄物川）、福地、田根森
　中学校／鳳、横手西、金沢、平鹿、雄物川、大森、
　　　　　十文字、山内、大雄
◆４月７日(水)
　小学校／横手南、朝倉、栄、金沢、増田、浅舞、
　　　　　吉田、醍醐、雄物川北、大森、十文字第一、
　　　　　十文字第二、植田、睦合、山内、阿気
　中学校／横手南、増田
◆４月８日(木)
　小学校／旭

平成　年度
横手市立小中学校入学式
22

PickUp!!
ピックアップ

えがおの丘 臨時休館のお知らせ

　館内の修繕工事のため、下記のとおり営業
を休止します。
【温水プールの休止期間】
　・３月27日（土）15：00～４月５日（月）終日
【その他すべての施設の休館期間】
　・３月29日（月）終日～４月２日（金）終日
◆問合せ／えがおの丘 　22-2221

振替休日

春分の日

は つ う ま

いな くら たまのみこと

市庁舎の代表番号が一時不通になります

　電話工事のため、作業時間中は下記の電話
番号におかけください。
【横手庁舎】
 ・３月20日（土） 9：30～11：30　　32-2139
【雄物川庁舎】
 ・３月20日（土）15：00～16：30　　22-3225
【十文字庁舎】
 ・３月21日（日） 9：00～10：30　　42-3391
【増田庁舎】
 ・３月21日（日）13：00～14：30　　45-5563


